
平成3年 度科学研究費報告

文 明の起源 を もとめて

秋 山 進 午

1.出 発 まで

平成2年 度の文部省科学研究費(国 際共同研究)は 平成3年3月,中 国側研究者一行

3人 が来 日し,日 本国内の関係資料や遺跡調査 を行ない無事終了 した。

平成3年 度は,丁 度2月 か ら新 たに,中 国国家文物局から 「考古渉外工作管理癬法」

が公布 され,そ れに もとずいて実施することとなった。事前に遼寧省側 と打 ち合わせ,

今年度は,昨 年,阜 新胡頭溝墳墓群参観の帰途訪れた,保 存良好 な夏家店下層文化期の

城趾遺跡である阜新市化石父郷南梁遺跡 と,大 連市金州区後石灰窯村王山頭積石塚の考

古測量調査 を実施することとして,国 家文物局へ許可申請書 を提 出することとなった。

しか し,な に しろ初めてのこ とであって,先 例等が全 く無 い。懸命に書類 を作成 して,

提出 したのが5月 の始め。幸い,8月 に 日本学術振興 会の経費による内蒙古東部の調査

を行なったので,そ の機会を利用 して,国 家文物局へ許可 を促進 して下 さるよ うお願 い

に訪れた。

昨年,第 一次調査の前に国家文物局 を訪問 したときの副局長は黄景略先生であったが,

今年は交替 されて新たに張柏先生が副局長になられた。 その折は ご不在でお会いで きず,

外事処の宋処長 と文物処李処長 ・王副処長にお会い したが,人 事異動があったため,申

請は届いているが,こ れか ら審議することになるとのこ と。実施 まで十分な日:数が な く,

ともか く審査の促進 をお願い して帰国 したのであった。帰国後,私 も伝手を頼 って中国

側に働 き懸 けた り,遼 寧省とも連絡 を密 にしなが ら準備 を進めていたが,ギ リギ リにな

って,正 式許可書は遅れるが,調 査 は実施 してよい との連絡が遼寧省側にあった とのこ

とで,よ うや く実施に踏み切 った。

許可を得 る迄には,遼 寧省の郭先生は じめ皆さんの,日 中共同研究を成功 させ よ うと

の熱意が大 きな力 となったもの と思 うが,お そ らく加 えて,考 古学界の指導的立場の先

生方の様々なご支援があったのではないか と想像 している。 ともか く,実 現 までには,
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ずいぶんはらはらしたが,今 年になって国家文物局長張徳勤先生のサ インの入った正式

許可証が送 られてきた。我々の 日中国際共同研究 も晴れて認知 された もので,喜 びに堪

えない ところである。我 々の共同研究 をご支援頂いた国家文物局の各位,種 々ご高配 を

賜わった中国考古学界の諸先生に深甚の感謝 を申し上げる。

平成3年 度の 日本側陣容は,昨 年通 りとしたかったが,奈 良国立文化財研究所の伊東

太作氏が公務 と重 なって出張で きず,代 わって東大の大貫静夫氏にお願い した。一行は

つ ぎの通 りである。

日本側団長 大手前女子大学文学部教授 秋山 進午

日本側団員 九州大学文学部助教授 岡村 秀典

日本側団員 愛媛大学法文学部助教授 宮本 一夫

日本側団員 東京大学文学部助手 大貫 静夫

日本側団貝 ㈱泉屋博古館学芸員 広川 守

考古測量のベテラン伊東氏が不参加 となったのは残念であるが,出 発前 に測量器材の

取 り扱 いを広川氏に伝授 して頂いた。お陰で,無 事測量調査 を行なうことが出来たこ と

を伊東氏にお礼申 し上げる。 こうして,事 前準備を行ない,必 要器材等を準備 して,い

よいよ平成3年 度の調査に出発することとなった。

平成3年 度は考古測量に重点をおき,二 箇所を予定 した。一箇所は昨年度に訪れた遺

跡で,保 存状況が非常に良 く,夏 家店下層文化期の典型的な城跡測量 となろう。 もう一

箇所は大連市北郊の積石塚である。こちらは何 も資料が ない。 しかし積石塚 は,実 はこ

の 日中共同研究のそもそ ものは じめが,四 平山積石塚の考古測量を企図 したところから

始 まったのである。その後の中国国内事情の変化によって,四 平山一帯が外国 人の立ち

入 り禁止地帯 となって しまったため,実 施不能 となったままである。 したがって,今 回,

積石塚の測量を行 なうこととなったのは,当 初計画 を補 う意味で適切 な選択 となる。

積石塚について,我 々は写真や測量図か らしかの知識 しかない。 これからも四平山の

測量 をあきらめ ないでいるつ もりであるが,そ のためにも今回の測量は良い準備調査 と

なろう。

また,丁 度,滞 在中に山東 省済南市において 「城子崖遺跡発掘60年 記念学術討論会」

が開催される。我 々はかねてか ら遼東半島との関係 において,そ の対岸の山東半島の新

石器時代の様相に注 目してきた。 この討論会を機会に,山 東半島を参観 してその様相を

直接見聞す ることを計画 した。このため,中 国滞在 日数が40日 の予定 となった。

2.中 国 にお ける 日本側調査

9月28日(土)曇 後晴
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前夜,打 合せや荷物振分 けのため,福 岡市内のホテルに集結するはずの ところ,台 風

の来襲 を受 け,京 都か ら同行 した秋山 と広川は新幹線が広島で打切 りとな り,止 むな く

広島泊 まりとなる。 自分たちの荷物のほか,測 距儀の大 きな荷物 を抱 え,お まけに夜中

の3時 まで停電 と,台 風による建物の震動で眠 られず,翌 朝,や っと動いた列車にの っ

て11時 過 ぎ,博 多着。大貫氏 も東京か らの新幹線が動かず,東 京で足留め,朝 の飛行機

で板付着。岡村氏 も鹿児島本線列車が動かず,や っと12時 前博 多着。 なん とか無事集結

して出発 となる。

岡村夫人と坊やの見送 りを受 け,中 国民航機 に乗 り込み,15時40分 離陸。九州横断は

台風一過,快 晴 となる。五島列島 を離れて しばら く,機 の右手に大 きい島影見える。濟

州島 らしい。

中国時間17時45分 大連周水子空港着。案の定,測 距儀が税 関に引っ掛かったが,持 ち

込み器材表に記入することで無事通過。郭大順先生,辛 占山先生 ら,そ れに北京か ら先

着の宮本氏に出迎えて頂 き,真 新 しいマ イクロバスにて大連賓館へ。夜,大 連市文化局

の李雅主任の招宴にあずかる。蟹など海の幸が一杯の食事 は大連 ならではの もの。

9月29日(日)晴 後曇

8時 ホテル発。大連一藩陽高速道路にて遼東半島を北上,普 蘭店から黄海沿いに東へ

向かい,北 朝鮮 との国境の町丹東 を目指す。孫 ・辛先生が同行 され る。11時 庄河通過,

12時大洋河沿いの孤 山賓館にて昼食。ここでも蟹を山盛 り頂 く。

14時 過 ぎ出発,15時30分 后窪遺跡着,春 に火傷で入院 された孫守道先生 に替わって来

日された,許 玉林先生が待っていて くださった。この遺跡は許先生が調査にあた られ,

遼寧東部の新石器時代標式遺跡 となった ところである。立派な収蔵整理庫があ り,そ の

中で出土 した資料 を拝見 した。遺跡は1500平 方米発掘 され,今 は埋め戻 されて広場 とな

っているが,全 体が周囲より10m程 高い台地 とな り,そ の上に遺跡が営 まれていた。現

在水田が広がる東側は,当 時は海が入 り込んでいた もの と推定 されている。17時 過 ぎ遺

跡発,19時 丹東の鴨緑江大度到着,丹 東市文化局長 肖勉氏の招宴,こ こで も蟹のご馳走

にあずかる。

9月30日(月)曇 後晴

折角,丹 東へ来たのだか ら,と 鴨緑江の見学のため7時30分 ホテル発,国 門公園で初

めて鴨緑江 と対面。川幅広 く,豊 かな水がゆった りと流れる。川向こうは北朝鮮。 こち

ら側に比べ,建 物 も疎 らで実 に静かである。国境 を跨 ぐ鉄橋がそびえる。僅か下流に も

う一本鉄橋が架かっているが,中 央で切れている。1909年,満 州鉄道が架 けた もので全

長944m,単 線の鉄道橋で,中 国側か ら5番 目の橋梁が回転 して大型の船 を通す構造にな

一71一



平成3年 度科学研究費報告 文明の起源をもとめて

っ てい たが,朝 鮮戦 争 の とき,1950年 米 軍機 に よ って破壊 され た ま ま となって い る。現

在 は"鴨 緑 江 断橋"と して丹東 市の 文化 財 となって い る。

一 旦
,ホ テルへ 戻 り,肖 局長 らの見送 りを頂 き,9時 出発。 北へ 本渓 市 を目指 し,遼

寧東 部 の山地 地帯 に入 る。 山 が ちで小 さな盆 地 が続 く一帯 は,山 には灌 木 が茂 り緑 豊か

で,小 河 川が い く筋 も走 り,日 本 の農村 ときわめ て近 い風景 で あ る。 途 中で は鳳城 鎮 が
ゆ　 　ユ　

い くぶん大 き く,周 辺に漢や高句麗の城跡があるとのこ とである。

13時 過 ぎ,本 渓市着。本渓市文化局副局長常連学氏 と,本 渓市博物館長魏海波氏 と昼

食を共 にす る。14時 過 ぎか ら文化局の2階 に特別に展示 して頂いた本渓市周辺資料 を調

査す る。本渓県富楼郷劉家哨村出土の,外 区に絡縄文帯,内 区に水禽文帯を もった双錐

鏡 と,青 銅製の特有の形態の鞘 を伴い後期のT字 形剣柄 を着けた青銅短剣のセ ソトは最

近正式報告がされた(『考古』1992-4)。 本渓梁家出土の 多紐粗文鏡 と青銅短剣のセッ ト

も 『遼寧文物』第6期(1984年)に 報告 されている。共に,遼 寧省東部地域の青銅器時

代文化の重要遺品である。 その外,多 数の青銅短剣や土器類 を並べ て頂 き,大 きな収穫

が あった。

16時30分 本渓市発,藩 陽へ向かい18時,東 北工学院のなかの東栄大陵に入る。夜には

郭 ・孫 ・辛先生 に文化庁の姜念思先生が こられ,以 後の 日程打合せ を行 なった。

10月1日(火)晴 後曇,一 時 夕立

今 日は国慶 節 で休 日の はず。 しか し,余 り町 の様 子は 変 わ らない。8時 半 発,北 の鉄

嶺 市へ 向か う。10時 半 着。 博物 館 は 「周恩 来 同志少年 時 読書 旧趾 」 に併設 され て い る。

周総 理 が 少年 時 代 に遼 寧 省 に いた こ とが あ る とは知 らなか った。 こ この 目的 は法庫 県湾

柳 街 出土 品で あ る(『 北 方文物 』1988-2,『 考古』1989-12,『 遼 海 文物学 刊』1990-1)。

高 台山上 層式 の夏家 店上 層文 化 土器 と青銅 製 の 盤内 斧 ・鹿頭 や 鈴付 の刀 子 ・斧 ・斧先 ・

鏡形 円盤 等 か らな る興味 深 い一 群 であ る。

12時,群 衆 芸術 館 に移動 し,一 室で康 平 県順 山屯遺 跡 出土 品 をみ た(『 遼 海 文物学 刊』

1988-1・2)。 これ も高 台 山上 層 式の 一群 で あ り,大 小 の鼎 と壺 と鉢 か らなる。他 に紡

錘 車,石 斧,卜 骨 もあ った。14時 出 発,夕 立の 後 を湾柳 街遺 跡の現 地 を訪 れ た。煉 瓦工

場 の一 角 に位置 す るが,今 は詳 しい様 子 は不 明で あ る。

10月2日(水)曇 後 晴

遼 陽博物 館へ の 見学 日であ るが,体 調 悪 く休養 して しまった。

10月3日(木)晴

8時30分 発。10時,撫 順 博物 館着 。 立派 な博物 館建 物 に豊 富 な資料 に よ って,撫 順 市
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管内の歴史陳列が されている。

古いほ うから,先 ず新賓県東升洞窟遺跡の出土品。磨製の石斧 ・石のみ,粗 陶双耳壺

に加 え,粕 薬のかかった壺が珍 しい。はた して同時代の ものか。

望花遺跡の青銅環首刀子は,股 嘘小屯にある古いタイプの もの。施家東 山の磨製石斧,

磨石,石 皿に青銅刀子,清 源県三家郷李家墾子の青銅矛,同 小家墨の青銅環状 斧,石 門

嶺1号 石棺墓 出土の青銅斧,新 賓県永陵公社色家石棺墓 の青銅刀子(『 遼寧文物』第6

期,1984年),新 賓県趙家出土の石製斧鋳型等,一 部は簡単 な報告があるものの,初 めて

見るものが 多く,見 学 に時間を忘れた。

これで,今 回の調査の眼 目の一つであった遼寧東部地区の出土品を,丹 東后窪は じめ,

本渓 ・鉄嶺 ・遼陽 ・撫順の各地で見ることが出来た。 この地域は総 じて,こ れまで発表

されたものが少な く,初 めて,そ の全体の様相 をおぼ ろげなが ら,つ かむこ とが出来た。

遼寧省東部の山岳地帯は,そ の まま,吉 林省東部,北 朝鮮へ と続 いてお り,遼 寧省中部

以西 とは異なる文化圏を形成 している。今回の調査はその手始めで,今 後 もっともっと

研究を深めなければならない地域であ る。かな り豊富な資料 の有ることが判ったが,偶

然の発見によるものが 多く,き ちん とした発掘調査の行なわれた ものが少ない。そこら

にこの地域の研究上の隆路があることも痛感 させ られたところである。

昼食後,13時17分,撫 順発,藩 陽に向か う。道路左右の稲 田は,黄 金の稔 りの収穫中

である。14時50分,遼 寧省博物館で体制 を整え,一 路遼西の阜新へ向か う。今回の調査

の大 きな目標の一つ,南 梁遺跡の考古測量調査が始 まるのである。

230粁 を一気に走 り,18時40分 阜新の宿舎,西 山賓館に着 く。夜,阜 新市の馬副市長の

招宴。昨年 もお世話になった馬副市長は,今 年 もお元気である。特 に,昨 年か ら今年に

かけ,阜 新の査海遺跡の再調査が行なわれ,住 居趾が見つかったほか,玉 製の瑛状耳飾

や土器片に描かれた龍形の画像が発見された。遺跡の放射性炭素年代が約紀元前5900年

となって,し たがって,是 等の玉製品や龍形が中国で最 も古い遺品 となったのである。

丁度,我 々が訪れた ときは,そ の発見を記念 して特別展が開かれてお り,町 のあちこち

に,"中 国最古の玉 と龍"記 念 ステ ッカーが貼 りだされ,お 祭 り騒 ぎとなっていたところ

なのである。古い文化に事欠かない中国で も,最 古の玉器や龍形が見つかったとなれば,

町興 しの絶好の材料であろう。昨年 も完全 に圧倒された,馬 副市長の気炎が,今 年は一

層上が っていたの も無理はない所である。 同席 された郭先生によると,す でに,査 海遺

跡の近辺に博物館の建設が具体化 されているとのこ と。周囲の市に比べ,こ れ まで古代
げ　　の

遺跡に乏 しかった阜新市が,査 海遺跡にかける意気込みが解ろ うとい うものである。幸

い帰国直後に,略 報告の掲載 された 『遼海文物学刊』1991年 第1期 が届いたので,現 地

の見聞 と併せ て紹介 したい。
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10月4日(金)快 晴

8時50分 発,査 海遺跡出土品展見学に向か う。会場 はマスコ ミが詰め掛 け,我 々の見

学風景を地元のテレビが追 っ掛 ける。委細構 わず,我 々は初めて見る査海遺跡の出土品

の検討にはいる。

これ まで,こ の地域 で最 も古い文化は,内 蒙古散漢旗興隆窪遺跡発見の興隆窪文化で

ある(『 考古』1985-10)。 放射性炭素測定年代で,紀 元前5800年 の古 さをもつ。その遺

跡の様相 と比べて,土 器の作 りが厚手で焼成温度が低 く,脆 いこと。器形が平底で上部

が余 り開かない筒形の,い わゆる深鉢 と,背 の低 い浅鉢 しか ないこと。文様が ジグサ ク

文や直線 を組合せた幾何学文 であることなどは興隆窪遺跡 と査海遺跡 とは共通 している。

また,石 器は腰の くびれた大型の打製鍬 を主体 とし,細 石器 を伴 うこ と。磨製の石器に

石斧があ り,磨 石 と石皿があること,な ども共通 している。

土器の文様 に査海遺跡では,ジ グサ ク文のほか刺突文が 多いこ とは,興 隆窪文化の土

器 とは異なるところであるし,打 製の大型石器に両側か ら穴を開けた ものがあるの も興

隆窪の石器 に見られない ところである。そ して,何 よ りも,興 隆窪 と異なるのは,玉 器

が発見されたことであろ う。 このこ とは,一 昨年の環渤海考古学会のお り,発 掘 にあた

った方殿春氏が紹介 していたが,こ れほど様 々な玉器があるとは思わなかった。ケー ス

の外か らの観察であるが,玉 質は薄 い象牙色で,全 体 に細かい灰色の斑点が ごまのよう

に混 じって見える。映状耳飾は全部で3個 が展示されていた。2個 は通常の形であるが,

1個 は厚みのある映状柱状玉 とで も呼ぶべ き変わった形である。

思 うに,こ の柱状玉 は映状耳飾の半成品ではなかろ うか。 映を造 るのに,先 に切 り欠

き部 を加工 した映状柱状品 をこしらえ,そ れ を輪切 りに してから環状 に仕上げた もの と

考える。そ うすると,河 栂渡出土の映が環 を造ってから映部 を切 りかいたの とは製作技

法が大 きく異なることとな り,両 者がそれぞれ別に起源 を持つことを証明する資料 とな

ろう。

このほかに,一 端に穴があき,先 端が細長い匙状 になった玉器が長短各種ある。後に

大波口文化や良渚文化にある,錐 状玉器 とよばれる首飾 りと同類の ものに違いない。 ま

た玉 ののみが1点 ある。匙状首飾 りは墓 の被葬者が身に付けていた と報告 されている。
　 　 ヨヂ

興隆窪遺跡では住居趾のみが発掘 されていて,墓 地は発掘 されていない。今後,興 隆窪

文化の墓地が発掘 された とき初めて,両 遺跡の個々の様相 を比較で きるこ ととなろ う。

もう一つの龍形は土器の表面 に彫 り表 されたものであった。断片 となっているため器

形は明 らかではない。厚手であることと,土 器のカーブか らみてかな り大型の土器に施

された もの らしい。土器片は2片 あ り,か な り幅広の帯状に曲線が彫られ,そ こに2～4

段,鱗 状の刺突圧痕があった。龍 とはいわれるが頭部 も尾部 も未発見である。 今後の精

査 を期待 したい。
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10時,展 示場 を出て査海遺跡の現地へ向かう。遺跡は阜新市の東北約50粁 の阜新県沙

拉郷にある。阜新か ら藩陽への国道 を北へ進んでから川沿いに西へ,さ らに右へ山間に

入る。10時47分 遺跡着。北にある山か ら南へ緩やかに下 る斜面の中程が盆地状 にな り,

遺跡はその中にある。遺跡は南側 に激 しい雨水で出来た断崖の部分 に暴露 して発 見され

たものである。発掘面積は1,800平 方米で,そ こに13基 の住居趾があった。これ らの住居

趾は整然 と配 されているようであるが,同 様の住居祉の配置状況 は,先 に報告 された興

隆窪遺跡で も見られるところである。ほかに子供の墓1基 が住居趾中にあ り,そ こから

先述の大中小各3本 ずつ玉の匙状器が胸飾 として出土 している。

丁度,中 国遼寧電視台 と共同で 「中国遼河を行 く」番組作成のため遼寧省取材中の富

山テレビに現地で取材 をうけた。 この遺跡に展示館が建設 される予定であるとのことで

ある。遺跡の保護顕彰はわが国で もなかなか大変 な事業である。無事成功 を祈 りたい。

午後は明 日からの南梁城子山の考古測量調査の準備 を行なった。

10月5日 一10月9日,阜 新市南梁城子山考古測量調査。

測量期間中は天気は概ね良好で,5日 夕方に小雨がぱらついた程度であった。遺跡が

あるのは遼寧省西部,阜 新市の西北で,内 蒙古高原か ら流れ下る忙牛河の流域 にある。

もう20粁 ほど河 を遡 ると内蒙古 となる。それだけに,阜 新市か らは車で約1時 間40分 は

かかる。不便で もいいか ら遺跡の近 くに滞在 したいと申し入れていたが,結 局阜新市か

ら往復 し,昼 食は現地でとることとなった。その代わ り,私 がこの遼寧省西部で最 も気

に入っている紫都台付近の景色を朝夕眺め られた。

遺跡へ は阜新市か ら西へ国道101号 線 を1時 間程走 り,そ こから地 方道へ 入る。半ば干

上がった川床に沿って約25分 走 り,化 石父郷へ着 く。 ここからはでこぼ この農道 を15分

は走 ると,右 手に天辺が平 らな丘が見える。遠 くか らで も城跡が遠望 され るところか ら

城子山の名が付 けられたところは,昨 年測量調査 した凌源三官旬子城子山と同様である。

道は急角度で忙牛河の支流の一つ,下 新丘河の川床へ下る。 この河の開析 した断崖の両

側に,河 の名 をとった下新丘村がある。戸数60戸,人 口は300人 程の村である。

この村か ら見上げるような高さに遺跡がある。村 と遺跡 との比高差は約50m。 村の南

にある南梁 と呼 ばれる東西に細長い尾根の中腹が,平 らとなった所 に城が造 られた。

遺跡は東西約160m,南 北約200mほ どの隅丸長方形に近い。東面は3m程 の高 さに城

壁が雀 え,東 に続 く尾根 を遮断 している。北面 と西面は低い域壁が回 り,そ の外側は断

崖である。南面のみが斜面が緩 く,こ こが当時 も出入口であろ う。城壁が約20m程 内側

に引っ込み,門 を思わせる。城内は未発掘で,土 器片が散布 しているのみである。一部

に段があ り,南 部 と北部に分かれている。遺跡の北は深い谷 を隔てて鶏冠山が甕える。

頂上が鶏冠形の岩山である。その麓一一帯に も夏家店下層 ・上層文化の土器が各所に散布
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している。

遺跡か らは南に忙牛河の雄大 な流れが きらめいて望める。 ここか らは見えないが,北

に河 を遡 ると,玉 器を出土 した胡頭溝墓地がある。 はるかに内蒙古高原の山並みが霞ん

で見える。昨年 の凌源城 子山 もそうであったが,こ こは更に奥地である。深い静寂の中

での調査である。

考古測量調査 も2年 目に入 り,昨 年の経験 を踏 まえ,日 中の共同調査 も息が合って き

た。今年 も2班 編成で測量を行 ない,天 候に も恵まれて予定 どお りに終 了することが出

来た。

9日 の午前 中は胡頭溝墓地 を再訪 した。 また,昨 年同様基準杭 を埋設 した。阜新市最

後の夜には,馬 副市長か送別宴を開いて くだ さった。

10月10日(木)霧 後晴

一面の霧の中を阜新 を後にす る
。国道101号 線 を藩陽に向か う。東北へ約60粁 で塔営 子

に着 く。遼代の酪州城趾である。 当時の城壁の一部 と碑塔が残 っている。塔は八角形碑

積みで,天 辺が破損 しているが もとは13重 であったろう。あちこちが傷んだ ままで放置

されているが,築 造の様子 をか えって良 く窺 うことが出来 る。各面の大 きい仏像が,他

の部分 と同 じ小碑 を,仏 像の形に合わせてでこぼ こさせ,そ の角を滑 らかに した うえで

全体に漆喰 を塗って彩色 した状況が良 くわかる。再 び藩陽に向かい13時 遼寧 省博物館着。

郭先生 らに迎 えられる。昼 食休憩後、藩陽北駅16時45分 発青島行直快 に乗車。

10月11日 一10月25日,山 東 省 各地 参 観。

この 間は,遼 東 半 島の新 石 器時代 との関連 で是 非検 討 が必要 な,山 東 省 各地 の参 観 を

行 な ったが,紙 幅 の 関係 もあ り,そ の 報告 は別途 記 述す るこ と と した い。

10月26日(土)晴 後曇,小 雨降 り風寒 し。

昨夜,姻 台か ら大連行 きの連絡船 に乗った。午前3時50分 起床,4時30分 下船。 まだ

真 っ暗 ななか,辛 先生 らが波止場 まで出迎 えて くださる。一旦ホテルへ入 り休息。 午前,

宿舎にて今後の調査 日程打ち合せ。午後 さっそ く,今 回の二度 目の考古測量調査予定地

である大連市金州区後石灰窯村の王山頭積石塚群現地へ行 く。金州(金 県)の 宿舎から

車で30分 程 と近 い。後石灰窯村は金州湾の北の先端 にある。村は名前の行灰石採掘のほ

か農業 と漁業の両方の部落が合体 し,高 収益 をあげるモデル企業体村 として有名だそ う

で,な る程,家 々は1軒 残 らず100平 方米以上の2階 建 てばか りである。見学者用の食堂

があ り,昼 食はそこで頂 くこととなる。 ときどき渤海産の蟹 もでた。
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10月27日(日)曇 時々晴

今 日は丁度遼寧省文物考古研究所 と吉林大学が調査を行なっている,廟 山の遺跡を見
(補記4)

学す るこ と となる。後石灰窯村の 更に北で,宿 舎か ら1時 間余 りで老虎山村につ く。廟

山は村 の東 北に聾 える。先ず南麓 の発掘現 場 をみ る。東西20m,南 北5mの トレンチが

掘 られ,住 居趾3基 が発掘 され ていた。 トレンチ断面 に双舵子1期 と3期 の層位がみ ら

れた。 そ こか ら廟 山を登 る。 山腹 に,も う1基,半 ば以上破壊 された住居趾が あった。

さ らに山頂 を目指す。 山頂 には巨石 を組み合わせ た支石墓 と積石塚 が,1基 ずつ築かれ

ていた。 支石墓 は支石 を抜かれ て大 き く傾 き,積 石塚 も破壊 が著 し く,よ うや く長方形

の墓室 が残 るが,共 に詳細 は明 らかで ない。

午 後,も う一度現地 を訪れ,今 度は廟 山の南の,低 い丘 陵の上 にあ る積石塚の 発掘現

場 を参観 した。廟 山か ら南へ,低 く突 き出 した丘陵上の この遺跡は,土 龍積 石塚群 と呼

ばれ る。北か ら1号,2号,3号 と,少 な くとも3地 点 の積 石塚 が確認 されて いる。 そ

の 中の,1号 積 石塚 を発掘 中であ った。

写真 や図面 を見 たこ とはあるが,実 際の積 石塚 を見るのは今回が初めてで ある。昨 日,

王山頭 で上部構造 を初め てみ た。 今 日は積 石 を除 いた下部構 造 を初めてみ た。底 に板石

を敷 き,周 囲 を塊石で長方形 に囲 んで いる。大 きさは人ひ と りが丁度入 る大 きさで ある。

棺 内に人骨片や土器 片の残存 してい る状況が見 えた。 まだ完掘 されて いないが,こ の棺

の周囲 を囲んで長方形の石囲 いがあ り,そ れ を1区 画 として,何 区画かが左右 に繋 がっ

てい る様子が良 くわか った。

そのあ と,吉 林大の宿 舎で廟山発掘 の出土品 を見る ことが出来た。 中に,明 日か ら測

量 を予定 して いる王 山頭積石塚 の うちの7号 墓 出土 の土 器片があ ったの には驚 いた。 聞

くと,遼 寧省文物考古研究所 と吉林大 が この春,試 掘 を行 な った もの とい うこ とである。

今の所,我 々が 出来 るのは測量調 査が精一杯 である。我 々が中国で発掘 を行 な うには,

まだ条件 が充分熟 してい るとは思 えない。 まだ色々 と越えな ければ な らない,困 難 な壁

が餐 えて いるよ うに思 える。 しか し,今,共 同で測 量 を行なお うとい う矢先 に,試 掘 と

はい え,先 を越 され るの は,正 直 いって良い気持 ちが しないの は止 む を得なか ろ う。我 々

が,中 国の 人に既得権 を主張 す るこ とは,出 来 る相談 では ないが,せ め て測量 の終 わ っ

た後か らに してほ しか った とい うのが,い つ わ らざる心境 であ る。

10月28日 一10月31日,大 連市王 山頭積 石塚群考古 測量調査 。

王 山頭 は金州湾 の北 の端 に位 置す る。現在 は陸続 きであ るが,か つ ては独立 した島で

あ った ろ う。王 山頭 は南北約500m,東 西約200mの 繭形岩 山で,高 さは約45m。 今,全

山禿げ山 となってい る。東 か ら見 ると,海 に面 した南端 は現 在,漁 港 となって波止場 が

設 けられて いる。南東部 は石灰岩採取の為,大 き く挟 り取 られて いる。岩 山上 の積 石塚
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はその南端 の 断崖 のす ぐ傍 か ら始 ま り,そ こか ら北へ,ほ ぼ 尾根 筋 に沿 って築 かれ てい

る。 一 番南 を1号 と し,順 次北 へ番号 を付 けたが,丁 度尾根 の ピー クに あた る,3号,

4号,6号 が一段 と大 き く,石 が高 く積 み 重ね られ てお り,周 囲 か らで もは っ き りと見

え る。

登 ってみ る と,4号 と6号 との 問に あ る5号 はす で に早 く掘 り荒 され,石 室 が露 出 し

て いた し,7号 は先述 の通 り,我 々の共 同調査 の直 前 に試掘 され て,す でに石 室床 面が

あ らわれ ていた。 現地 で孫先 生 を中心 に地表 の精査 を行 なった とこ ろ,方 形の 区画 がつ

ぎつ ぎ と見つか り,結 局,13基 の積 石塚 が築 かれ て いる こ とが明 らか とな った。

測 量は 日中共 同で ここで も2班 編成 に よ り実施 した。 木 ら しい木が1本 も無 い禿 げ 山

で あ るため,測 量は順 調 であ ったが,海 に面 した島状 の岩 山で あ るため,何 時 も風が強

く,猛 烈 な寒気 に悩 まされた。

積 石塚 の石 材 はこの岩 山の もの を使 ってい る。 尾根 の ピー クに位置 す る三 つの積 石塚

は,周 囲 か らもは っ き り認め られ る ご と く,2m前 後 の 高 さ まで石 を積 み上 げ て い るが,

果 た して これ が 当初 か らの構造 で あ ったかは大 い に疑 問 で あ る。孫 先生 は積 石の1m程

の 高 さの所 に円形 に回 る石組 み を見つ けた。 それが確 実 に 当初 か らの構 造 な ら初め ての

発見 とな るが,そ う した積石塚 の上部 構造 につ いては,な お本格 的 な今 後の精査 に待 つ

必 要 があ ろ う。 同時 に,現 在 地表 面 に方形や長 方形 の区 画が あ らわれて い るのは,す で

に天井 部の積 石 を失 って い るの であ ろ う。 あ るいは,南 端 にあ る1,2号 の よ うに,地

表 に僅 か な高 ま りを もった形の ものが 築造 当初の様 相 を良 く留 め て いる もの で あろ うか。

測量 調査 のみ では あるが,積 石塚 初体 験 は様 々な感想 を抱 かせ て くれ た。

11月1日(金)晴

王 山頭 の測量 を無事 終 了 して,こ の 日は亮 甲店支石墓 の 見学 に向か う。先 に,金 州 区

杏樹 林鎮 杏林村 大 溝頭遺 跡 を見 た。 双駝 子2,3期 の住居 趾が 発掘 され たそ うであ るが,

現状 で は明確 で ない。深 く切 れ込 んだ崖面 に 多数 の 土器 片が散布 して いる所 を 見学 した。

その後,亮 甲店へ 向か う。亮 甲店 の町並 み を過 ぎて車が停 まった ところか ら,東 の丘 の

稜 線 に支石墓 が聾 えてい るのが は っき り望 め る。 さらに農道 を1粁 程 登 り,あ と徒 歩で

近 付 く。側へ 寄 ると下 か ら遠望 した とき感 じた程 には大 き くない。 これ は亮 甲店の ・」・石

棚(支 石墓 の こ と)と よば れ,こ こか ら北へ 約2粁 ほ どに大 石棚 が あった が,破 壊 され

て しまった との こ と。 この小石棚 も南 の側 石が壊 され て横倒 しにな り,そ のため天 井石

が大 き く傾 いて いる。天井 石 は東西445cm,南 北305cmあ るが,こ れ も先端 が害i」り取 ら

れ て いる。室内の 内法 は283×230cm。 北方 式支石墓 を見 るの は昨 年の営 口県石棚 山の も

の につ いで二 つ 目であ る。 前の と きもそ うで あ ったが,天 井 石 を支 え る四 方の支石 は決

して 自然 石で は な く,一 定の厚 さ と形状 に なる よ う,明 らか な加工 痕 が ある。現 在 は良
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く開墾 された尾根の上にあるため遠望で きるが,築 造当時はどのような景観であったろ

うか。

宿舎へ帰 り,昼 食のあと金州博物館 を見学す る。亮甲店の支石墓か ら遠望 した向応郷

老鶏山や,七 頂上山郷東山の新石器時代遺跡の出土品や発掘状況写真に興味がいった。

今回の金州での共同調査には,大 連市文物調査研究員の許明綱先生が終始 同行 くださ

った。 また金州博物館の張館長始め,館 の皆さんには大いにお世話になった。夜には大

連市文化局李先生による送別宴 をはって頂 いた。各位 に厚 くお礼 申し上げる。

11月2日(土)曇

金州 発,藩 陽大連 高速道 路 で4時 間,溜 陽の宿 舎へ 着 く。午後 休養,藩 陽市 内 を散 歩,

もう初 冬で寒 さを感 じる。 夜,郭 ・孫 ・辛先生 に姜先 生 が顔 を揃 え会食 のあ と ミー テ ィ

ン グ,こ れか らの共 同研 究の進 め方 を話 し合 う。

11月3日(日)晴

午 前,昨 夜 の引続 きで今後 の進 め方,と りわ け,共 同研 究の報 告書 を ど うま とめ るか

で話 し合 い続 行。午 後,南 梁城 子 山の遺物 実測 。夜,21時35分 発北 京行 き特快 に乗車 。

11月4日(月)晴

北京着,考 古研究所の張子明先生が駅 まで出迎えて くださる。宿舎で休息のあ と考古

研究所へ。徐革芳所長は じめ考古所諸先生にお会い し,今 回の共同研究の概要報告や今

後の共同研究について懇談。そのあ と,夏 に日本学術振興会の国際共同研究で内蒙古東

部の調査に終始同行頂いた劉晋祥先生を考古所内蒙古研究室にお訪ね した。劉観民 ・楊

虎 ・王魏先生に も歓迎 して頂 き,整 理 中の内蒙古赦漢旗大旬子遺跡出土品などを拝見 し,

種々意見を交換す るなど,実 りの 多い一刻 を過 ごす ことが出来た。午後,故 宮博物院へ,

丁度開催中の耀州窯特別展 をゆっ くりみる。唐代の創業から現在 まで続 く各時代の製品

が陳べ られていた。宋代の箔が残 ってお り,当 時の窯が復元 されているとのこ と,鑑 別

はどうなるのであろうか。出口で売っていた宋代の劃文壺の写 しを土産に購入 した。

11月5日(火)曇

午前,瑠 璃廠 で本 を漁 る。 午後,北 京 市文物 研究 所 を訪 ね る。斉心 所長,斬 楓毅 副所

長 とも,去 年 の延慶 山戎墓 葬 陳列 館見学 で,お 世話 にな った ところで あ る。 応接 室 に,

その延 慶 県発掘 の資料 を一杯並 べ て くだ さった。 ノー トを とるや ら,い ろ いろ議 論 す る

や ら,あ っ とい う間 に時間が た った。再 会 を念 じつ つ 見学 を終 えた。
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11月6日(水)曇

午前,国 家文物局 に張柏副局長 を訪問,今 回の調査の報告 を行 な う。引続 き外事処長

宋先生,考 文物処副処長王先生,そ れに考古所の張子明先生を交え,昼 食 を共に しなが

ら今後の共同研究についての中国側の見解 をうかが うことが出来た。午後,歴 史博物館

見学,何 度みて も色々勉強になる。展示 も少 しずつ変わ っている。時間 一一一杯見学す る。

11月7日(木)晴

午 前,休 養 と荷 物 整理。 昼 食 後,宿 舎発,空 港へ 。郭 ・孫 ・辛 諸先 生,そ れ に考古 所

張 子明 先生 も見送 りに きて くだ さる。15時 北京 発JL786便 にて大 阪空港 へ。

平成3年 度の 日本側調査は,間 に山東省参観を含み,40日 にわたった。共同研究者 各

位の参加 を承認頂いた各所属長にご協 力感謝 申し上げる。

文末 となったが,中 国での滞在 と見学 にあたって,共 同研究機関の遼寧 省文物考古研

究所郭 ・孫 ・辛先生始め,一 々お名前 を記 さないが,お 世話 になった各地の博物館,文

化担当部門の皆様 に厚 くお礼 を申し上げたい。共同研究の指導にあたられた国家文物局

張柏副局長ほか担 当各位,考 古研究所徐革芳所長始め諸先生,北 京での滞在にお世話 く

だ さった張子明先生 らに もお礼申 し述べ る次第である。

(補記1)こ の鳳城 県には平成4年 度の共同研究で考古測量 を行なった草河郷 東山遺跡,戦 国

末か ら前漢初期に至 る劉家墨遺跡などがある。

(補記2)こ の査海遺跡博物館は平成4年9月 に開館 し,我 々 も平成4年 度の 共同研究の折 見

学 した。

(補記3)平 成4年 度の共同研究の折,郭 大順先生か ら,最 近興隆窪遺跡の再 発掘 調査か行な

われ,査 海遺跡 と同様に住居趾 内部 に墓が設けられ,玉 映が出土 したこ とを教授頂 い

た。

(補記4)廟 山の報告は 『遼海文物学刊』1992-1に 報告が された。
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